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「おはなしの森」へようこそ

おはなしの森では まいつき　いろんなはなしがあります

ものがたりのばめんを　そうぞうしながら　もんだいにこたえたり

そうぞうしたばめんを　えにかいたりします

かいたえは　おうちのひとにみせたり　せんせいにおくってね

●おはなしをいっしょに読んでみましょう
お子さまが場面を想像しやすくなるように、ゆっくり読んであげてください。
読みながら、「どんなことを思い浮かべたかな？」などの問いかけをすることで、
イメージをふくらませるお手伝いができます。

●どんな絵にするか話してみましょう
お子さまが描きたい場面やものについて、一緒に考えてみましょう。「どんな色や形にしたい？」など、自由に
意見を言える雰囲気づくりが大切です。

●自由な表現を見守りましょう
お子さまが自分なりに工夫して描いたことを尊重しましょう。「こうしなければいけない」という決まりはあり
ませんので、安心して表現できるようサポートをお願いします。

●完成したらたくさんほめてあげてください
「ここが素敵だね」「こんなところに気がついたんだね」など、具体的な言葉でほめることで、お子さまの自信
と意欲につながります。

ここでは別紙「おはなしの森　提出用紙」を使用します。

お子様がおはなしを読んで絵を描かれましたら、事務局までご提出ください。

講師がコメントと共に返却いたします。

提出方法につきましては、別紙「提出についてのご案内」をご確認ください。

おうちのかたへ

サポートのポイント

提出用紙


